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 情緒障がい等のお子さんのための特別支援教室 

知的な能力に遅れはないが、様々な障がい特性や能力等の偏りから、通常の学級での授業参加が難

しい児童生徒に対して、集団参加と社会性の育成をねらいとした支援と指導を行います。 
集中力が乏しい、友だちとの関わりが難しい等の情緒面の課題に対して、個別指導とグループ活動

を行います。拠点校（下表参照）の巡回指導教員が、お子さんの在籍している学校の特別支援教室を

巡回して、週に１回、２時間ほどの巡回指導を計画的に行います。 
 
対象となる児童生徒は？ 
通常の学級に在籍していて知的障がいや知的な遅れはないが、情緒障がいや他の発達障がいを

有していて、学校生活の中の一部で、特別な指導を必要とする児童生徒が対象です。 

 
どのような指導をするの？ 
 一人ひとりの障がいの状態や発達の段階に即した指導目標を設定し、障がいによる学習上・生活上

の困難を改善・克服するための指導(自立活動)を行います。なお、教科の予習・補習や在籍学級での

学習の遅れを取り戻すための指導は行いません。 

・自分が得意なこと、不得意なことを知る 

・円滑なコミュニケーションのための知識・技能を身に付ける 

・学校の決まりや良好な対人関係を維持するために必要なスキルを身に付ける 

・自分のやるべきことに集中して取り組む力を身に付ける 

・感情や欲求を上手にコントロールできる力を身に付ける    など 

 

拠点校と巡回校 
特別支援教室は、以前「情緒障がい等通級指導学級」と呼ばれていました。小学校は平成２９年度、

中学校は令和３年度から「特別支援教室」として全校に設置しました。（中学校の呼称はⅠ-CLASS） 
拠点校は自校を含め、地区内の巡回校を担当します。 

拠 点 校 巡 回 校 拠 点 校 巡 回 校 
第二瑞光小 瑞光小・第六瑞光小 汐入東小 第三瑞光小・汐入小 
第二峡田小 峡田小・第九峡田小 第四峡田小 第五峡田小・第七峡田小 

赤土小 尾久小・大門小 尾久宮前小 尾久西小・尾久第六小 
第二日暮里小 第三峡田小・第三日暮里小 第六日暮里小 第一日暮里小・ひぐらし小 
第五中 一中 三中 南二中 諏訪台 第九中 四中 七中 尾久八幡 原 
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